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　2009年は梅雨明けが遅れ，７月の降水量が平年の160％，日照時間は平年のわずか60％と不順な天候であっ
た。フィールド科学センターの農産物の中では桃が最も目立った影響を受けたといえる。７～８月が収穫期
に当たる桃は，日照不足が品質に大きく影響したため，全国的に相場が低迷した。中でも岡山県の主力であり，
例年なら梅雨明けから収穫が本格化する‘清水白桃’は梅雨明けを迎えぬまま収穫期を終えたといえる。水
稲についても，「平成の米騒動」と呼ばれた1993年の冷害の再来が懸念されたが，８月後半からの天候の回
復によってある程度は持ち直したといえる。その他の果樹や野菜については、豊作年とはいえないまでもほ
ぼ平年並みの作柄といってよい年であった。ただし，2009年は農産物の価格低迷が顕著になった年であった。
当センターの農産物に限った話ではないが，景気の悪化に伴う農産物価格の低迷が目立つようになり，今後
の農業経営に射す影が一段と濃くなったといえるのかもしれない。アメリカの住宅バブル崩壊に端を発し，
世界最大の自動車メーカーであったゼネラルモータースの経営破綻に至ったアメリカの経済状況が全世界に
波及し，世界同時不況の波が地球上を覆い尽くした感がある。
　政権が交代し，小泉構造改革で減り続けた大学の予算に明かりが見えるかと思われたのもつかの間，不況
－税収減－景気対策による歳出増－財政悪化の影響で，いよいよ出口が見えなくなり始めている。フィール
ド科学センターとしても予算削減を見越した対策を考えてゆかねばならないところに来ていると痛切に感じ
る昨今である。教育と研究，「学問」の世界にも市場原理主義がなだれ込み、大学においても「競争」が当然
のこととして語られる時代にあって，「アカデミズム」を懐かしんでいる余裕はすでになくなってしまったか
もしれない。
　「温故知新」の言葉どおり，一度立ち止まって反省するすべき点もたくさんあることは承知しているつもり
である。しかし，過去を懐かしんでいる時間は与えられていない。実学としての「農学」を生業としての「農
業」に展開し，実践する場であることが求められる「農場」にあって，
「活用なき学問は無学に等し」
　という「学問のすすめ」の一文を肝に銘じてこそ，我がフィールド科学センターの存在意義と発展がある
と信じたい。
　2009年４月には岡山大学にグッドジョブ支援センターが発足し，当FSセンターの運営にも協力をお願いす
ることになった。これをよい刺激として，「市場原理」とは少し距離を置き，地域活性化システム論「農と福
祉」の中で語られたような「暖かい目線」で当FSセンターの運営が行い続けられるよう願ってやまない。
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